
（7）館林市議会だより　　　（ 4. 2. 1 ）

質
問

中
央
通
り
線
は
「
日
光

脇
往
還
」
で
あ
り
、
歴
史
の
小

径
と
交
差
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

歴
史
の
小
径
は
、
駅
か

ら
大
手
町
の
旧
鷹
匠
町
ま
で
、

景
観
に
配
慮
し
た
美
し
い
街
並

み
と
、
竜
の
井
な
ど
歴
史
的
雰

囲
気
の
漂
う
約
１
５
０
０
ｍ
の

散
策
路
で
す
。
今
後
は
、
二
業

見
番
が
所
在
す
る
旧
鍛
治
町
や

旧
肴
町
通
り
な
ど
の
未
整
備
区

間
の
解
消
を
検
討
し
ま
す
。

質
問

歴
史
の
小
径
沿
い
に
は

江
戸
時
代
に
建
築
さ
れ
た
希
少

推
進
に
向
け
て
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
公
民
館
の
職
員

が
共
通
理
解
を
図
る
た
め
の
研

修
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
学
校
の
連
携
、
協
働
の

核
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
り
、
養
成
講
座
や
研
修
会

等
の
開
催
に
つ
い
て
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域
住
民

と
学
校
と
の
協
力
体
制
の
整
備

や
学
校
関
係
者
、
地
域
住
民
、

保
護
者
等
へ
の
積
極
的
な
普
及

啓
発
に
も
努
め
て
い
く
必
要
が

な
２
棟
の
蔵
が
あ
る
が
、
城
下

の
歴
史
を
伝
え
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

保
存
、
整
備
、
活
用
す
る
の
か
。

答
弁
「
館
林
市
ま
ち
な
か
に

ぎ
わ
い
再
生
方
針
」
に
文
化
施

設
を
活
用
し
た
観
光
を
掲
げ
て

お
り
、
蔵
を
活
用
し
た
ま
ち
な

か
の
活
性
化
を
早
急
に
調
査
研

究
し
ま
す
。

要
望

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は

城
下
町
を
大
切
な
も
の
と
し
て

生
か
し
、
邑
楽
郡
の
中
心
と
し

て
求
心
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

る
も
の
と
考
え
る
。
歴
史
的
な

あ
り
、
大
島
公
民
館
、
渡
瀬
公

民
館
の
事
例
や
全
国
の
各
種
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学

校
協
働
活
動
の
一
体
的
な
推
進

が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

本
市
の
大
型
圃
場
整
備

の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

野
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、

最
短
で
令
和
10
年
度
の
事
業
完

了
、
木
戸
地
区
に
つ
い
て
は
、

最
短
で
同
11
年
度
の
事
業
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
島
地

区
に
つ
い
て
は
、
圃
場
整
備
と

街
並
み
の
保
存
、
活
用
に
至
急

着
手
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

質
問

新
設
さ
れ
る
茂
林
寺
巡

回
線
は
ど
の
よ
う
な
路
線
か
。

答
弁

買
い
物
や
通
院
先
を
路

線
に
反
映
し
た
館
林
駅
西
口
か

ら
、
堀
工
区
と
美
園
区
を
経
由

す
る
生
活
路
線
で
す
。

質
問

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
制

限
撤
廃
に
よ
る
利
便
性
向
上
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
用
途
制

限
撤
廃
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

産
業
団
地
造
成
を
一
体
的
に
推

進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係

課
と
連
携
し
事
業
を
進
め
て
お

り
、
最
短
で
令
和
12
年
度
の
事

業
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問

本
市
の
今
後
の
農
業
振

興
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

圃
場
整
備
に
よ
る
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
、
効

率
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
上
で「
も
う
か
る
農
業
」、「
楽

し
い
農
業
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

の
３
つ
を
柱
と
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

質
問

市
民
が
政
治
参
加
の
機

会
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
の
か
。

答
弁

若
年
層
に
向
け
て
高
等

学
校
で
の
選
挙
出
前
授
業
を
再

開
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
に

よ
る
選
挙
割
引
の
継
続
、
拡
充

を
支
援
し
ま
す
。
加
え
て
、
重

要
性
の
高
ま
り
か
ら
期
日
前
投

質
問

本
市
に
お
け
る
地
域
学

校
協
働
本
部
の
活
動
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁

地
域
学
校
協
働
活
動
と

は
、
地
域
の
各
種
団
体
や
幅
広

い
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
て

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学

び
や
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
と
学
校
が
パ

票
所
の
増
設
を
検
討
し
ま
す
。

中
央
通
り
線
の
整
備
と
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

質
問

中
央
通
り
線
の
に
ぎ
わ

い
を
ど
の
よ
う
に
創
出
し
て
い

く
の
か
。

答
弁

商
店
街
と
沿
道
の
活
性

化
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
・
民

間
・
市
民
が
共
有
し
た
将
来
像

の
策
定
を
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
、
協
働

し
て
行
う
様
々
な
活
動
を
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
活
動
の
例
と
し
て

は
、
学
校
支
援
活
動
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
、
防
災
学
習
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問

今
後
の
地
域
学
校
協
働

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

地
域
学
校
協
働
活
動
の

本
市
に
お
け
る
地
域
学
校
協
働
本
部
の
活
動
と

今
後
の
農
業
振
興
及
び
大
型
圃
場
整
備
に
つ
い
て

柴
田
　
信 

議
員

投
票
率
の
向
上
、
中
央
通
り
線
整
備
と

ま
ち
づ
く
り
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

渋
谷
　
理
津
子 

議
員


